
特 記 仕 様 書（建設工事） 

 

１．本特記仕様書は、境橋補修工事（小郡市 乙隈 地内）に適用する。 

 

２．工事施工に関して、本特記仕様書に定めのない事項については、下記を適用する。 

・福岡県県土整備部発行「土木工事共通仕様書」・「土木工事施工管理の手引き」 

  ・その他関連規格図書 

 

３．暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置について 

（１） 小郡市が発注する建設工事（以下「発注工事」という。）において、暴力団員等による不当要

求又は工事妨害（以下「不当介入」という。）を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとと

もに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこ

と。 

（２） （１）により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかにその

内容を記載した書面により発注者に報告すること。 

（３） 発注工事において、暴力団員等による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等の被

害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。 

 

４．現場代理人等の腕章の着用について 

請負者は、現場における責任の自覚と意識の高揚、ならびに現場作業員及び一般住民から見た責

任者の明確化を図るため現場代理人及び主任技術者（監理技術者）には、腕章の着用を義務付ける

ものとする。なお、腕章の仕様については監督員と協議するものとし、着用箇所は、腕の見易い所

を原則とする。なお、腕章のほかにも名札を着用することが望ましい。 

 

５．工事実績情報サービス（CORINS）について 

請負者は、契約金額が５００万円以上の場合は、CORINS（（一財）日本建設情報総合センター

（JACIC）の工事実績情報サービス）への登録をしなければならない。登録の種類及び時期は、以

下のとおりとする。 

○請負金額５００万円以上の工事 

 受注登録・・・・・契約後１０日以内 

    変更登録・・・・・変更があった日から１０日以内 

    竣工登録・・・・・工事完成後１０日以内 

 

６．誓約書（業者間契約）について 

下請施工を行う場合、請負者は、業者間契約（元請と下請間、下請と下請間）における損害賠償

請求などのトラブル回避のため、「誓約書（業者間契約）」を徴収しなければならない。 

なお、この「誓約書（業者間契約）」は、市への提出は必要ない。 

 

７．施工体制台帳の提出について 

 下請施工を行う場合は、請負者は施工体制台帳を提出しなければならない。 

 報告された下請負人が暴力団関係業者と確認された場合、契約約款に基づき、市は請負者に対し

て下請契約解除要求を行う。請負者が正当な理由なく下請契約解除要求に応じない場合、請負契約



解除となる。 

 

８．専任を要する主任技術者の兼務 

請負代金の額が４，０００万円（建築一式工事の場合は８，０００万円）以上の工事のうち、

工事の対象となる工作物に一体性若しくは連続性が認められる工事、又は施工にあたり相互に調

整を要する工事で、工事現場の相互の間隔が１０ｋｍ程度の近接した場所において同一の建設業

者が施工する場合は、主任技術者は２箇所まで建設工事を管理することができる。 

 

９．現場代理人の兼務 

次の場合において、現場代理人の兼務をすることができる。 

○ 小郡市発注工事において、請負金額が６００万円未満の２件の工事 

○ 工事現場の相互の間隔が１０ｋｍ程度の近接した場所であり、兼務しても安全管理、工程管

理等の工事現場の運営、取締り及び権限の行使に支障がないと認められる工事で、かつ、監督

員と常に携帯電話等で連絡を取れる場合の２件の工事 

 

１０．安全費 

  交通誘導員Ｂを２名配置する費用を計上している。なお、交通誘導員Ｂとは原則として交通誘導

警備検定合格者（１級又は２級）とするが、交通誘導警備検定合格者を配置できない場合、監督員

が警備員名簿、及び教育実施状況等に関する資料により、交通誘導に関し専門的な知識、及び技能

を有する警備員と認めたものについてはこの限りではない。 

 

   資  格 資 格 要 件 

１・２級交通誘導 

警備検定合格者 

 交通誘導警備に関して、公安委員会が学科、及び実技試験 

を行って専門的な知識・技能を有すると認めた者 

交通誘導に関し専 

門的な知識、及び技術

を有する警備員等 

 

・警備業法における指定講習を受講した者 

・警備業法における基本的教育、及び業務別教育（警備業法 

第二条第一項第二号の警備業務）を現に受けている者で、 

交通誘導に関する警備業務に従事した期間（実務経験年数） 

が1年以上である者 

 

１１. 舗装版切断時に発生する濁水について 

 

 （１） 請負者は、舗装版切断時に発生する濁水を回収し、産業廃棄物（汚泥）として処理しなけれ

ばならない。 

 （２） 請負者は、他の産業廃棄物と同様に当該濁水の処理に係る産業廃棄物管理票（マニフェスト）

の写しを監督員に提出しなければならない。 

 （３） 当該濁水の処理に関し、濁水量に変更が生じた場合、請負者は濁水量を取りまとめのうえ、

監督員と協議を行い契約変更の対象とする。 

 （４） 請負者は、当該濁水が生じない工法（空冷式等）を採用した場合も、当該濁水と同様に吸引

する装置の併用など、粉塵の飛散防止対策を実施するとともに、収集した防塵については適正

な運搬・処理を実施することとし、マニフェストの写しを監督員に提出しなければならない。 

 

１２．工事の施工に際し境界標等を一時移設する場合は、管理者と立ち会いし、確実に復元すること。 



 

 

１３．施工条件について 

（１）仮設工（足場等）については、任意仮設とする。 

  （２）河川区域内の占用物件（足場等）については、発注者にて協議を行う。 

     また、仮設工の着手については、占用許可後に着手を行うこと。 

 

１４．請負者は施工計画（工程、品質規格等）を定め、事業担当課の承認を得たのち工事に着手 

すること。 

 

１５．補修箇所の損傷状況については、令和２年３月時点のものであるため、施工前に損傷状況の確認

を行うこと。 

   また、損傷状況について、設計図書と相違がある場合は、監督員と協議し、補修内容等を決定す

ること。 

 

１６．本特記仕様書及び設計図書に明示していない事項または、その内容に疑義が生じた場合は、監督

職員と協議を行うこと。 


